
Title 立法者の予測と事後的是正義務 :
ドイツ連邦憲法裁判所判例を中心に

Sub Title Die Prognose und Nachbesserungspflicht des Gesetzgebers -mit
Schwerpunkt auf die Entscheidungen des deutschen
Bundesverfassungsgerichts

Author 入井, 凡乃(Irii, Namino)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2013

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.96, (2013. 3) ,p.343- 372 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20130315-0343

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


立法者の予測と事後的是正義務

343

一
　
は
じ
め
に

二
　
事
後
的
是
正
義
務
の
所
在

　
㈠
　
事
後
的
是
正
義
務
論
と
は

―
事
情
の
変
化
論
に
照
ら
し
て

　
㈡
　
事
後
的
是
正
義
務
の
指
標

三
　
事
後
的
是
正
義
務
の
実
現

　
㈠
　
実
現
主
体
及
び
実
現
形
式

　
㈡
　
事
後
的
是
正
義
務
の
貫
徹

四
　
お
わ
り
に

　
㈠
　
本
稿
の
ま
と
め

　
㈡
　
残
さ
れ
た
基
本
問
題

 

入

井

凡

乃

立
法
者
の
予
測
と
事
後
的
是
正
義
務

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
中
心
に

―



法学政治学論究　第96号（2013.3）

344

一
　
は
じ
め
に

　「
立
法
者
が
法
律
制
定
の
際
に
遵
守
す
べ
き
義
務
」
を
主
題
化
す
る
背
景
に
は
以
下
の
疑
問
が
あ
る
。
立
法
者
を
名
宛
人
と
す
る
義
務

は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
限
界
や
、
基
本
権
保
護
義
務
、
ま
た
、
法
律
の
留
保
と
い
っ
た
義
務
に
限
ら
れ
る
の
か
。
立
法
プ
ロ
セ

ス
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
立
法
者
の
義
務
を
動
態
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
昨
今
裁

判
所
は
、
長
ら
く
未
墾
の
地
で
あ
っ
た
領
域
へ
の
統
制
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、
我
が
国
で
は
、
平
成
一
六
年
参

議
院
議
員
定
数
不
均
衡
訴
訟
判（
₁
）決の
補
足
意
見
二
に
よ
っ
て
立
法
裁
量
領
域
に
行
政
裁
量
の
統
制
手
法
で
あ
る
判
断
過
程
統（
₂
）制の
手
法
が

採
用
さ
れ
た
。
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
手
法
は
「
裁
量
統
制
の
厳
格
化
と
い
う
方
針
を
明
確
に
示
し
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
も
ま
た

枠
組
み
形
成
的
な
意
義
を
担
い
得
る
も
の
だ
と
考
え
ら（
₃
）れ」

る
と
し
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
裁
量
権
行
使
に
着
目
す
る

統
制
手
法
が
徐
々
に
整
理
さ
れ
つ
つ
あ（
₄
）るよ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
学
説
に
よ
っ
て
「
憲
法
義
務
と
し
て
の
立
法
の
最
適

な
方
法
」
が
提
唱
さ（
₅
）れ、

連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
で
は
「
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
」
の
統
制
も
ま
た
行
わ
れ
て
い（
₆
）る。

　
事
後
的
是
正
義
務
に
お
け
る
「
事
後
的
」
と
は
、
法
律
の
制
定
後
の
こ
と
を
指
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
制
定
当
初
合
憲
で
あ
っ
た

法
律
が
時
の
経
過
の
な
か
で
違
憲
と
な
る
と
い
う
現
象
は
よ
く
知
ら（
₇
）れ、

口
頭
弁
論
終
結
時
点
な
い
し
判
決
言
渡
し
時
点
に
お
い（
₈
）て法

律

が
事
情
の
変
化
ゆ
え
に
違
憲
と
な
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
手
法
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲

法
裁
判
所
は
、
事
情
の
変
化
の
結
果
に
着
目
す
る
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
法
律
制
定
後
も
ま
た
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
捉
え
、

そ
の
際
に
問
題
と
な
る
立
法
者
の
作
為
義
務
、
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
立
法
者
に
は
、
制
定
直
後
か
ら
法
律
を
と
り
ま
く

環
境
に
変
化
の
兆
し
が
な
い
か
を
監
視
す
る
義
務
が
存
在
し
、
ま
た
、
時
の
経
過
の
な
か
で
法
律
の
合
理
性
が
喪
失
さ
れ
う
る
兆
候
や
懸

念
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
法
律
を
再
検
討
し
適
宜
是
正
す
る
義
務
が
存
在
す
る
と
の
理
解
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
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べ
る
。「
立
法
者
が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定

の
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
再
検
討
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
た
際
に
は
修
正
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
う（
₉
）る」。

　
こ
の
「
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
に
お
い
て
ま
だ
な
し
え
な
い
」
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
「
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
種
々
の
場
面
で
生
じ
う
る
が
、
特
に
リ
ス
ク
社
）
10
（

会
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

専
門
）
11
（
家
で
さ
え
も
「
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
が
多
く
、
決
定
の
合
理
性
の
確
保
は
非
常
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面

し
た
決
定
者
と
し
て
一
つ
考
え
う
る
の
は
、
何
が
正
解
か
は
わ
か
ら
な
く
と
も
、
よ
り
正
解
に
近
づ
け
る
べ
く
永
続
的
に
力
を
尽
く
す
と

い
う
こ
と
で
あ
）
12
（
る
。
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
法
律
の
制
定
後
を
ま
た
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
捉
え
、
そ
の
際
と
り
わ
け
、「
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
を
内
包
し
た
決
定
に
着
目
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
事
後
的
是
正
義
務
論
の
前
提
的
考
察
と
し
て
、
事
後
的
是
正
義
務
と
は
何
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
問
題
と

な
る
の
か
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
中
心
に
事
後
的
是
正
義
務
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
く
。
そ
れ

に
加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
事
後
的
是
正
義
務
の
実
現
に
際
し
、
各
機
関
が
如
何
な
る
役
割
を
担
い
、
ま
た
、
裁
判
所
が
そ
の
貫
徹
の
た
め

に
如
何
な
る
手
法
を
採
り
う
る
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
裁
判
所
に
よ
る
立
法
事
実
の
認
定
に
際
し
て
は
、
立
法
者
に
よ
る
事
実
認
定
（
制
定
当
時
の
資
料
に
対
す
る
評
価
）
と
立
法
者
の

予
測
（
法
律
に
期
待
さ
れ
る
効
果
な
い
し
将
来
的
事
）
13
（

実
）
と
を
、
両
者
は
厳
密
に
峻
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
「
予
測
」
も
し
く
は

「
事
実
認
定
」
と
し
て
一
括
り
に
扱
う
こ
と
も
あ
る
）
14
（

が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
扱
う
こ
と
と
す
）
15
（

る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
違
憲

と
な
っ
た
法
律
の
処
理
問
題
、
つ
ま
り
、
判
決
の
出
口
問
題
（
判
決
形
式
）
に
お
け
る
「
改
善
義
）
16
（
務
」（
違
憲
確
認
判
決
に
付
随
す
る
法
改
正

の
義
務
付
）
17
（

け
）
を
扱
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。
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二
　
事
後
的
是
正
義
務
の
所
在

㈠
　
事
後
的
是
正
義
務
論
と
は

―
事
情
の
変
化
論
に
照
ら
し
て

　
ま
ず
、
事
後
的
是
正
義
務
論
と
は
何
か
に
つ
い
て
事
情
の
変
化
論
に
照
ら
し
簡
略
に
説
明
す
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
に
お
け
る
事
後
的
是
正
義
務
論
と
は
、「
立
法
者
が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、

も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
の
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
再
検
討
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判

明
し
た
際
に
は
修
正
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
う
）
18
（

る
」
と
い
う
考
え
方
を
意
味
す
る
。
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
い
わ
ゆ
る
事
情
の
変

化
論
と
、
一
部
に
お
い
て
共
通
し
ま
た
一
部
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。

　
前
提
と
し
て
、
事
情
の
変
化
論
と
は
、「
簡
単
に
言
え
ば
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
社
会
情
勢
が
変
化
し
、
立
法
当
時
に
は
認
め
ら
れ
た

合
理
性
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
議
論
で
あ
）
19
（
る
」。
こ
の
よ
う
な
手
法
に
よ
る
法
律
の
違
憲
の
認
定
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
見
ら

れ
）
20
（

る
。
例
え
ば
、
職
員
と
労
働
者
と
を
区
別
し
、
労
働
者
に
対
し
職
員
よ
り
も
短
い
解
約
告
知
期
間
を
定
め
る
民
法
典
六
二
二
条
二
項
が
、

基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
と
両
立
し
う
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
解
約
告
知
期
間
決
）
21
（

定
が
存
在
す
る
。
こ
の
決
定
に
お
い
て
連

邦
憲
法
裁
判
所
は
、
労
働
者
の
短
い
解
約
告
知
期
間
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
製
造
分
野
に
お
け
る
人
員
効
率
上
の
柔
軟
性
の
要
求
と

い
う
根
拠
は
、
以
前
は
説
得
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
増
加
に
伴
い
、
労
働
者
の
活
動
分
野
を
製
造
業

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
適
切
で
あ
る
と
し
て
、
法
律
の
一
部
違
憲
を
指
摘
し
て
い
）
22
（
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
後
的
是
正
義
務
と
事
情
の
変
化
論
の
相
違
を
指
摘
し
た
い
。
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両
者
は
と
も
に
、「
事
情
の
変
化
」
の
状
）
23
（
況
、
つ
ま
り
、「
当
初
は
合
理
性
を
有
し
て
い
た
法
律
が
、
時
の
経
過
の
な
か
で
の
事
情
の
変

化
に
よ
っ
て
そ
の
合
理
性
を
喪
失
し
う
る
」
と
い
う
状
況
に
関
わ
る
議
論
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
つ
い
て
何
を
主
体
と
し
て
着
目
す
る
か
に
お
い
て
両
者
は
異
な
っ
て
い
る
。
事
情
の
変
化
論
が
、
既
に
「
法
律
」
が
違
憲
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
「
結
果
」
を
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、「
立
法
者
」
に
は
、
法
律
の
制
定
後
に
お
い
て
法
律
を
監

視
し
、
ま
た
法
律
が
違
憲
と
な
る
兆
候
が
生
じ
た
）
24
（

際
に
は
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
再
検
討
し
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
是
正
す
る
「
義

務
」
が
存
す
）
25
（
る
と
す
る
と
し
て
事
態
を
把
握
す
る
。
加
え
て
、
両
者
は
事
情
の
変
化
の
ど
の
段
階
を
捉
え
て
い
る
か
に
お
い
て
異
な
る
。

事
情
の
変
化
論
が
、
法
律
の
合
理
性
を
喪
失
し
た
な
い
し
事
情
が
変
化
し
た
と
い
う
「
事
後
」
を
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
事
後
的
是
正

義
務
論
は
、
法
律
が
合
理
性
を
失
わ
な
い
よ
う
法
律
制
定
後
に
お
け
る
立
法
者
に
よ
る
対
応
を
要
求
す
る
。
事
後
的
是
正
義
務
は
、
こ
の

点
で
い
わ
ば
「
事
前
」
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
点
」
と
「
線
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
簡
略
化
し
て
示
す
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
仮
に
、
法
律
の

制
定
時
点
を
Ａ
時
点
、
そ
の
後
時
の
経
過
の
な
か
で
違
憲
の
疑
義
な
い
し
徴
候
が
生
じ
た
時
点
を
Ｂ
時
点
、
さ
ら
に
、
違
憲
と
な
る
に

至
っ
た
時
点
を
Ｃ
時
点
と
し
よ
）
26
（
う
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
情
の
変
化
論
が
法
律
の
合
理
性
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
「
点
」

（
Ｃ
時
点
）
し
か
捉
え
て
い
な
い
の
に
対
し
、
狭
義
の
事
後
的
是
正
義
務
論
は
Ｂ
時
点
か
ら
Ｃ
時
点
ま
で
の
「
線
」（
再
検
討
義
務
、
及
び
、

是
正
義
務
）
を
捉
え
て
お
り
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
事
後
的
是
正
義
務
論
は
Ａ
時
点
か
ら
Ｃ
時
点
ま
で
の
「
線
」（
Ａ
〜 

Ｂ
時
点
に
お
い
て
は
監
視
義
務
、
Ｂ
〜
Ｃ
時
点
に
お
い
て
は
再
検
討
義
務
、
是
正
義
務
）
を
問
題
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
）
27
（

う
。

㈡
　
事
後
的
是
正
義
務
の
指
標

　
以
上
、
事
後
的
是
正
義
務
論
に
つ
い
て
事
情
の
変
化
論
に
照
ら
し
な
が
ら
概
略
を
説
明
し
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

判
例
を
も
と
に
事
後
的
是
正
義
務
の
指
標
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
一
項
及
び
二
項
に
お
い
て
は
、
事
後
的
是
正
義
務
論
が
問
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題
と
な
る
「
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
に
お
い
て
ま
だ
な
し
え
な
い
」
場
合
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
を

指
す
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
そ
れ
を
踏
ま
え
、
三
項
に
お
い
て
事
後
的
是
正
義
務
の
指
標
を
整
理
し
た
い
。

1　

事
実
認
定
と
事
後
的
是
正
義
務

　
　
⑴
　
科
学
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
決
定

　
ま
ず
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
事
後
的
是
正
義
務
論
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
科
学
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
が
な
さ

れ
た
場
合
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
設
置
許
可
に
関
し
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
力
発
電
の
許
可
を
も
可
能
に
す
る
原
子
力
法
七
条
が
問

題
と
な
っ
た
カ
ル
カ
ー
決
定
で
は
、
法
律
の
留
保
原
則
及
び
基
本
権
保
護
義
務
と
の
関
連
で
事
後
的
是
正
義
務
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

「
…
…
現
在
の
状
況
に
お
け
る
法
律
の
留
保
に
基
づ
く
憲
法
上
の
要
請
は
、
充
た
さ
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
も
ま
だ
、

立
法
者
が
、
高
速
増
殖
炉
の
設
置
・
運
転
の
法
的
要
件
に
つ
い
て
改
め
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
否
か
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て

は
何
時
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
立
法
者
が
、
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
予
見
さ
れ
え
な

い
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
決
定
的
に
そ
の
根
拠
が
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
な
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
立
法
者
は
、
憲
法
に
よ
り
、
変
化

し
た
事
情
の
下
で
も
当
初
の
決
定
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
上
級
行
政
裁
判
所
に
よ
っ

て
懸
念
さ
れ
た
性
質
の
危
険
が
生
じ
る
か
生
じ
な
い
か
が
理
性
的
に
問
題
と
な
り
う
る
状
況
に
お
い
て
、
国
家
機
関
は
、
と
く
に
ま
た
立

法
者
は
、
公
共
の
福
祉
に
奉
仕
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
義
務
に
基
づ
き
、
と
り
わ
け
基
本
法
一
条
一
項
二
文
か
ら
導
か
れ
る
人
間
の
尊
厳

を
保
護
す
る
全
て
の
国
家
機
関
の
客
観
法
上
の
義
務
ゆ
え
に
、
起
こ
り
う
る
危
険
を
早
期
に
認
識
し
、
そ
れ
を
憲
法
に
適
っ
た
必
要
な
手

段
に
よ
っ
て
対
処
す
る
た
め
に
全
て
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
万
一
、
将
来
に
お
い
て
、
高
速
増
殖
炉
型
の
原
子

力
発
電
所
か
ら
こ
の
性
質
で
の
危
険
が
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
生
じ
る
と
い
う
徴
候
が
生
じ
た
場
合
に
は

―
こ
れ
は
上
述
の
よ
う
に

ま
ず
第
一
に
政
治
的
機
関
の
責
任
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

―
、
立
法
者
は
再
度
の
行
為
を
義
務
付
け
ら
れ
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て
い
）
28
（
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
決
定
で
は
、「
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
予
見
さ
れ
え
な
い
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
決
定
的
に

そ
の
根
拠
が
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
な
決
定
を
行
っ
た
場
合
」
に
お
け
る
事
後
的
是
正
義
務
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
高
速
増
殖

炉
型
原
子
炉
の
危
険
性
と
い
う
発
展
中
の
学
問
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
と
事
後
的
是
正
義
務
と
の
結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

に
も
、
基
本
権
保
護
義
務
が
問
題
と
な
っ
て
事
後
的
是
正
義
務
が
指
摘
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
空
港
周
辺
の
騒
音
の
受
忍
限
度
が
問
題

と
な
っ
た
航
空
機
騒
音
決
定
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
航
空
機
騒
音
受
忍
限
度
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
科
学
的
な
知
見
が
ま
だ
存

在
し
な
）
29
（
い
」
こ
と
が
事
後
的
是
正
義
務
と
と
も
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
初
期
の
判
例
は
一
見
す
る
と
単
に
、
狭
義
の
事
後
的
是
正
義
務
（
再
検
討
義
務
及
び
是
正
義
務
）
に
言
及
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
危
険
な
犬
種
の
輸
入
及
び
運
搬
の
禁
止
が
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
の
自
由
を
侵
害
す
る
も

の
と
し
て
争
わ
れ
た
最
近
の
事
例
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。「
立
法
者
が
、
法
律
の
前

提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
の
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
再
検
討
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は

や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
た
際
に
は
修
正
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
う
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
信
頼
で
き
る
学
問
的
知
見
が
ま
だ
存

在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
複
雑
な
危
険
状
況
が
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
妥
当
す
る
（
参
照
：BVerfG

E 25, 1

﹇12f.

﹈; 

49, 89

﹇136

﹈; 95, 267

﹇3

）
30
（14

﹈）」。
そ
こ
で
は
、
カ
ル
カ
ー
決
定
（BVerfG

E 49, 89

）
や
、
後
述
す
る
製
粉
所
決
定
（BVerfG

E 25, 1

）
や

旧
債
務
決
定
（BVerfG

E 95, 267

）
が
引
用
さ
れ
同
趣
旨
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
事
例
に
お
い
て
具
体
的
に
は
、
犬

の
攻
撃
的
な
行
動
の
原
因
に
関
す
る
学
問
的
知
見
に
ま
だ
か
な
り
の
不
確
実
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
事
後
的
是
正
義
務
が
指
摘
さ
れ
て

い
）
31
（
る
。

　
他
に
も
、
科
学
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
と
事
後
的
是
正
義
務
の
結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
判
例
が
存
在
す
る
。
刑
事
捜
査

に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
に
基
づ
く
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
情
報
自
己
決
定
権
に
照
ら
し
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
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所
は
、「
明
確
性
の
要
請
は
、
立
法
者
に
、
立
法
者
が
技
術
的
な
介
入
道
具
を
精
確
に
指
定
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
名
宛
人
が
規
範
の
内
容

を
そ
の
都
度
ご
と
に
認
識
し
う
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
確
性
の
要
請
は
、
犯
罪
捜
査
技
術
上
の
革

新
の
あ
ら
ゆ
る
含
入
を
除
外
す
る
よ
う
な
法
律
上
の
定
式
化
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
急
速
で
、
基
本
権
保
護
に
リ
ス
ク
の
あ
る
情

報
技
術
上
の
変
化
の
た
め
、
専
門
家
、
教
授
、
博
士
ら
が
法
廷
で
の
口
頭
審
理
に
お
い
て
説
明
し
た
、
情
報
自
己
決
定
権
に
対
す
る
こ
の

危
険
に
つ
い
て
、
立
法
者
は
技
術
的
な
展
開
を
注
意
深
く
監
視
し
、
誤
っ
た
展
開
の
場
合
に
お
い
て
は
、
開
か
れ
た
法
律
概
念
の
具
体
的

な
充
塡
に
関
し
て
、
刑
事
訴
追
当
局
及
び
刑
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
足
的
な
法
定
立
に
よ
っ
て
、
修
正
的
に
干
渉
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
立
法
者
は
、
現
に
存
在
す
る
手
続
法
上
の
安
全
措
置
が
将
来
的
な
展
開
に
直
面
し
て
も
な
お
、
基
本
権
保
護

を
効
果
的
に
保
障
す
る
の
に
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
32
（
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
判
例
で
は
、
今
後
の
技
術

の
発
達
に
よ
り
法
律
の
修
正
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
技
術
の
進
展
に
伴
い
現
存
の
保
護
措
置
が
時
代
遅
れ
に
な
り
う
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
監
視
義
務
付
き
の
事
後
的
是
正
義
務
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
麻
の
（
少
量
使
用
で
の
）
有
害
性
と
い
っ
た
学

問
的
知
見
に
関
し
、
そ
の
不
確
実
性
と
事
後
的
是
正
義
務
と
の
結
び
つ
き
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
判
例
も
存
在
す
）
33
（

る
。

　
　
⑵
　
新
た
な
基
準
の
策
定

　
⑴
の
諸
判
例
は
、
学
問
的
技
術
的
知
見
の
不
確
実
性
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
、
資
料
が
不
足
す
る
な

か
で
新
た
な
基
準
を
設
定
す
る
と
い
う
類
型
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
健
康
保
険
医
の
診
療
報
酬
基
準
が
問
題
と
な
っ
た
判
例
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
二
八
日
に
定
め

ら
れ
一
九
六
〇
年
六
月
一
日
か
ら
二
年
間
適
用
さ
れ
た
、
健
康
保
険
医
協
会
の
報
酬
配
分
基
準
が
憲
法
異
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
九
六

〇
年
五
月
二
八
日
の
基
準
で
は
、
健
康
保
険
医
の
過
剰
な
仕
事
を
防
止
す
る
た
め
に
、
三
か
月
間
の
診
療
報
酬
請
求
に
つ
き
一
二
〇
〇
〇

マ
ル
ク
を
超
え
た
額
に
つ
い
て
ほ
ぼ
一
律
に
減
額
の
対
象
と
し
、
一
二
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
超
え
た
額
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
上
回

る
ご
と
に
一
〇
〇
マ
ル
ク
を
減
額
す
る
と
し
た
。
異
議
申
立
人
は
、
こ
の
基
準
に
つ
き
、
多
様
な
専
門
分
野
と
診
療
事
例
数
に
関
す
る
差
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異
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
等
原
則
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
平
等
原
則
は
規
範
定
立
者

に
広
い
形
成
の
余
地
を
委
ね
て
い
る
。
規
範
定
立
者
が
そ
の
つ
ど
合
目
的
的
で
、
理
性
的
で
、
公
平
な
解
決
策
を
見
出
し
た
か
ど
う
か
は
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
後
に
審
査
さ
れ
え
な
い
。
む
し
ろ
、
立
法
者
の
形
成
の
余
地
は
、
規
律
さ
れ
る
事
情
の
不
同
一
な
取
扱
い
が

公
平
性
へ
と
向
け
ら
れ
た
考
察
方
法
（am

 G
erechtigkeitsgedanken orientierten Betrachtungs

）
34
（

w
eise

）
と
も
は
や
両
立
し
え
ず
、
納
得
の

ゆ
く
根
拠
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
恣
意
的
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
終
了
す
る
。
そ
の
際
、
複
雑
な
事
情
の
場

合
に
、
立
法
者
に
さ
し
あ
た
り
経
験
を
収
集
す
る
た
め
の
相
当
な
期
間
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
立
法
者
は
最
初
の
段
階
に
お
い
て
お
お
ま

か
な
類
型
化
及
び
一
般
化
で
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
是
認
し
う
る
。
…
…
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
規
律
に
伴

う
有
害
性
は
、
立
法
者
が
後
に
な
っ
て
か
ら
の
再
検
討
、
及
び
進
行
に
合
わ
せ
た
細
分
化
を
事
柄
に
即
し
た
解
決
策
の
た
め
の
十
分
な
経

験
資
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
怠
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
憲
法
上
の
異
議
に
と
っ
て
の
理
由
と
な
）
35
（

る
」
と
し
、
立
法
者
の
形
成
の
余
地
が
広
い

こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
初
期
段
階
に
お
け
る
基
準
の
一
律
性
を
認
容
す
る
と
と
も
に
、
立
法
者
に
事
後
的
是
正
義
務
を
要
求
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
手
法
は
最
近
の
事
例
で
も
見
ら
れ
る
。
教
育
研
究
の
価
値
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
新
基
準
が
学
問
の
自
由
に
照
ら
し
問

題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
、「
い
ず
れ
に
せ
よ
、〔
確
実
性
が
〕
実
証
さ
れ
た
学
問
評
価
の
実
施
方
法
に
関
す
る
、
地
方
的
・
国
家
的
・

国
際
的
レ
ベ
ル
の
議
論
や
テ
ス
ト
、
お
よ
び
、
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
そ
の
ゆ
る
や
か
な
形
成
の
現
時
点
の
段
階
で
は
ま
だ
、
立
法
者
が
、

そ
の
基
準
を
し
っ
か
り
と
記
述
す
る
こ
と
を
憲
法
的
に
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
立
法
者
は
、
自
身
の
判
断
余
地
と
予
測
余
地
の
範

囲
内
で
、
基
準
形
成
を
大
学
内
部
の
手
続
き
に
委
ね
る
よ
う
な
一
つ
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
〔
基
準
形
成
の
〕
プ

ロ
セ
ス
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
高
等
教
育
法
の
規
定
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
学
問
を
自
由
に
行
使
す
る
機
会

に
対
す
る
構
造
的
な
危
険
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
点
で
、
立
法
者
に
は
監
視
義
務
が
生
じ
、
例
え
ば
学
問
に
適
合
的
で
な
い
基
準

の
適
用
に
よ
り
学
問
の
自
由
に
対
す
る
危
険
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
是
正
義
務
が
生
じ
る
（
さ
ら
に
詳
し
く
は
、BVerfG

E 95, 267
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﹇3

）
36
（14

﹈）」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
、
新
基
準
設
定
に
際
し
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
資
料
が
ま
だ
存
在
し
な
い
と
い
う
「
わ
か
ら
な
い
」
の
も
と
で
、

初
期
段
階
の
基
準
は
「
お
お
ま
か
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
基
準
が
細
分
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
法
律
が
違
憲
に
な
る
こ

と
は
な
い
）
37
（
が
、
か
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
、
細
分
化
す
る
た
め
の
資
料
が
集
ま
っ
た
後
に
も
以
前
の
基
準
が
合
憲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
後
の
制
度
運
用
の
な
か
で
資
料
が
集
積
し
、
法
律
の
合
理

性
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
新
事
実
が
容
易
に
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
当
初
の
決
定

の
信
頼
性
の
低
さ
に
対
し
、
事
後
的
是
正
義
務
論
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
立
法
者
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
要
求
で
き
る
か
と

い
う
視
点
が
存
在
し
、
制
定
時
に
過
剰
な
要
求
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
制
定
時
の
基
準
に
満
足
す
る
の
で
も
な
く
、
立
法
者
の
制

定
後
に
お
け
る
不
断
の
尽
力
を
要
求
し
て
い
る
。
他
に
も
、
大
学
入
試
制
度
に
お
け
る
平
均
評
定
調
整
基
準
が
平
等
原
則
の
観
点
か
ら
問

題
と
な
っ
た
事
）
38
（
例
等
に
お
い
て
初
期
の
基
準
設
定
段
階
で
の
立
法
者
の
広
い
形
成
の
余
地
と
と
も
に
、
事
後
的
是
正
義
務
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
以
上
、
⑴
及
び
⑵
に
お
い
て
は
、
科
学
的
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
及
び
新
基
準
の
策
定
と
事
後
的
是
正
義
務
と
の
結
び
つ
き
を
見

て
き
た
。
こ
こ
で
指
摘
し
う
る
の
は
、
発
展
中
の
事
柄
に
基
づ
い
て
、
ま
た
は
、
資
料
不
足
の
な
か
で
（
信
頼
で
き
る
知
見
の
な
い
な
か

で
）
立
法
者
が
決
定
を
下
す
際
に
は
、
法
律
の
継
続
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
監
視
、
再
検
討
、
是
正
）
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
揺
れ
動
く
事
実
」
や
「
不
足
す
る
事
実
」
の
も
と
で
決
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2　

法
律
の
効
果
に
関
す
る
予
測
と
事
後
的
是
正
義
務

　
な
お
、
制
定
時
か
ら
の
継
続
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
請
は
、
法
律
の
存
続
を
左
右
す
る
新
た
な
事
実
が
時
の
経
過
の
な
か
で
出
現
し
、

法
律
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
事
実
が
覆
り
う
る
と
い
う
場
合
の
み
な
ら
ず
、
法
律
制
定
時
の
法
律
の
効
果
に
関
す
る
予
測
が
誤
っ
て
い
た

こ
と
が
時
の
経
過
の
な
か
で
初
め
て
判
明
し
う
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
）
39
（
る
。



立法者の予測と事後的是正義務

353

　
な
お
、
こ
の
予
測
の
誤
り
の
判
明
と
い
う
場
合
で
は
、
そ
も
そ
も
誤
り
は
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
立
法
者
な
い
し
第
三

者
が
そ
の
予
測
の
誤
り
を
認
識
し
た
と
き
に
初
め
て
憲
法
違
反
が
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
来
的
に
は
当
初
か
ら
違
憲
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
誤
っ
た
予
測
に
基
づ
い
た
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
時
の
経
過
の
な
か
で
事
情

に
通
じ
た
裁
判
官
の
観
点
か
ら
事
後
的
に
（ex post

）
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
者
の
観
点
か
ら
事
前
的
に
（ex ante

）
に
評
価 

す
）
40
（

る
。
つ
ま
り
、
予
測
の
誤
り
は
憲
法
上
い
わ
ば
無
害
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
立
法
者
は
事
後
的
な
「
復
旧
義
務
、
適
合
義
務
」
を
負
う

の
で
あ
）
41
（
る
。

　
　
⑴
　
経
済
的
展
開
に
関
す
る
予
測

　
こ
の
よ
う
な
「
予
想
外
れ
」
と
い
う
類
型
を
、
特
に
、
経
済
的
展
開
に
関
す
る
予
測
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
ず
、
製
粉
所
決
定
と
い
う
事
例
で
は
、「
製
粉
業
の
）
42
（
死
」
及
び
緊
急
時
の
食
糧
供
給
困
難
と
い
う
将
来
発
生
し
う
る
危
険
を
予
防
す

る
た
め
の
立
法
者
の
措
置
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
措
置
は
、
ド
イ
ツ
製
粉
業
経
済
に
構
造
的
に
存
在
す
る
過
剰
生
産
能
力
を
緩
和
し
、

ま
た
、
食
料
供
給
管
理
の
観
点
か
ら
製
粉
所
を
各
地
・
各
規
模
の
製
粉
所
に
分
散
す
る
と
い
う
経
済
政
策
上
の
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

製
粉
所
新
設
と
そ
の
製
粉
能
力
増
強
を
許
可
制
と
し
た
製
粉
所
法
が
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
職
業
選
択
の
自
由
・
職

業
遂
行
の
自
由
に
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
）
43
（
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
立
法
者
に
と
っ
て
法
律
の
制
定
の
際
に
入
手
可
能
で
あ
っ
た
状

況
の
判
断
が
出
発
点
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
者
が
さ
し
あ
た
り
予
想
し
え
た
物
事
の
成
り
行
き
が
、
別
の
理
由
か
ら
予
期
し

え
な
い
展
開
を
遂
げ
う
る
と
い
う
限
界
の
な
か
で
、
…
…
経
済
上
の
展
開
の
推
移
に
関
す
る
誤
り
は
、
甘
受
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誤
っ
た
予
測
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
措
置
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
憲
法
違
反
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
得
る
わ
け
で
は
な
い
。
立
法
者
は
た
だ
、
事

実
の
展
開
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
事
実
の
展
開
に
沿
う
よ
う
に
廃
止
も
し
く
は
変
更
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
）
44
（

る
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、

「
過
剰
な
製
粉
生
産
能
力
が
本
質
的
に
排
除
さ
れ
る
と
同
時
に
、
製
粉
業
に
お
け
る
自
由
な
職
業
遂
行
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
制
限
は
、
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根
拠
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
時
点
以
降
で
の
制
限
の
継
続

は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
ら
れ
た
論
拠
で
は
も
は
や
裏
付
け
ら
れ
え
な
い
か
も
し
れ
な
）
45
（

い
」
と
し
て
、
将
来
的
な
事
情
の
変
化
、
及
び
、
そ

れ
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
の
根
拠
の
喪
失
の
可
能
性
が
決
定
の
最
後
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
旧
債
務
免
責
決
定
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
農
業
生
産
協
同
組
合
が
農
業
経
営
及
び
農
場
経
営
の
た
め
に
旧
東
ド
イ
ツ
国
家
銀
行
か

ら
得
て
い
た
借
入
金
（
旧
債
務
）
に
つ
い
て
、
旧
債
務
の
免
責
の
代
償
と
し
て
契
約
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
基
本
法
二
条
一
項
に
基
づ
く

契
約
の
自
由
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
清
算
に
関
す
る
規
律
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
憲
法
上
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
え
な
い
。

し
か
し
、
立
法
者
は
統
制
義
務
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
後
的
是
正
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
…
…
農
業
生
産
組
合
及
び
そ
の
承
継
人
の
経
済

的
な
行
動
の
自
由
を
旧
債
務
規
律
に
よ
っ
て
制
約
し
て
い
る
立
法
者
は
、
憲
法
上
、
こ
の
決
定
の
効
果
を
緩
和
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を

―
経
営
外
の
投
資
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
貸
付
分
の
債
務
免
除
と
並
ん
で

―
講
じ
る
か

は
、
立
法
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
。
選
択
さ
れ
た
措
置
が
実
際
に
十
分
な
免
責
作
用
を
も
っ
て
い
る
か
の
み
が
、
憲
法
上
重
要
で
あ

る
。
旧
債
務
は
、
相
当
な
期
間
内
に
、
該
当
す
る
農
業
生
産
組
合
の
大
半
に
よ
っ
て
規
定
に
従
っ
た
経
営
管
理
の
も
と
で
返
済
さ
れ
う
る
。

こ
の
期
待
は
、
清
算
に
伴
う
免
責
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
ま
だ
見
極
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
…
…
清
算
に
伴
う
免
責
の
有
効
性
は
、
こ
の
状
況
の
も
と
で
ま
だ
不
確
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
不
確
定
性
は
、
立
法
者
の
負

担
に
は
な
ら
な
い
。
将
来
の
経
済
上
の
展
開
の
評
価
の
際
に
、
立
法
者
は
評
価
優
先
権
及
び
予
測
の
余
地
を
持
っ
て
い
る
。
規
律
が
、

個
々
の
農
業
生
産
組
合
だ
け
で
な
く
全
体
的
に
そ
の
目
的
を
達
す
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
と
な
る
か
ど
う
か

は
、
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
清
算
法
律
の
制
定
時
に
は
予
測
し
え
な
い
。
口
頭
審
理
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九

九
〇
年
の
支
配
的
な
見
解
に
お
い
て
、
農
業
経
営
の
経
済
上
の
困
難
性
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
不
十
分
に
し
か
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
の
な
か
で
、
信
託
公
社
の
債
務
免
除
を
超
え
る
さ
ら
な
る
債
務
免
除
を
今
ま
さ
に
行
う
こ
と
を
、
立
法
者
は

義
務
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
目
的
達
成
の
不
確
実
性
ゆ
え
に
、
立
法
者
は
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
規
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律
の
事
後
的
是
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（V

gl. BVerfG
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）
46
（.

﹈）」
と
さ
れ

て
い
る
。
法
律
が
狙
い
通
り
の
効
果
を
発
揮
す
る
の
か
、
経
済
的
予
測
の
「
不
確
実
性
」
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ
え
の
事
後
的
是
正
義
務
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
不
確
実
性
を
有
す
る
予
測
的
決
定
の
な
か
で
）
47
（
も
、
特
に
経
済
的
予
測
に
関
し
て
は
、「
計
量
不
可
能
な
要
素
の
累
積
の
た
め
に

類
型
的
に
低
い
合
理
）
48
（

性
」
し
か
有
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
予
測
の
困
難
性
ゆ
え
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
判
断
代
置
型
で
は
な

く
判
断
過
程
審
査
型
の
主
張
可
能
性
の
統
）
49
（
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
経
済
政
策
の
効
果
に
関
す
る
予
測
の
比
較
的
高
い
不
確
実

性
と
、
事
後
的
是
正
義
務
と
の
結
び
つ
き
も
ま
た
見
る
こ
と
が
で
き
）
50
（

る
。

　
　
⑵
　
そ
の
他
の
法
律
の
効
果
に
関
す
る
予
測

　
な
お
、
あ
る
手
段
に
よ
っ
て
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
、
制
定
当
初
に
予
測
さ
れ
た
効
果
が
実
際
に
得
ら
れ
る
か
に
つ
き
、「
予
想
外

れ
」
に
な
り
か
ね
な
い
、
つ
ま
り
そ
の
予
測
に
関
し
て
の
将
来
的
な
懸
念
な
い
し
不
確
実
性
が
あ
る
程
度
高
い
と
い
う
こ
と
は
何
も
経
済

領
域
に
は
限
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お
い
て
は
、「
立
法
者
は
、
法
律
が
実
際
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
果
た
す
こ
と
に
ま
で
責
任
が

あ
り
、『
修
正
ま
た
は
事
後
的
是
正
の
義
務
』
を
負
う
。
…
…
事
後
的
是
正
義
務
は
、
立
法
者
に
よ
る
法
律
の
制
定
時
か
ら
の
継
続
的 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
般
に
命
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
国
家
機
関
に
対
す
る
長
期
の
義
務
を
意
味
す
る
生

命
に
対
す
る
保
護
義
務
か
ら
、
特
別
な
要
求
が
導
か
れ
る
。
保
護
法
益
の
高
い
地
位
、
未
出
生
生
命
に
対
す
る
危
険
の
性
質
、
中
絶
に
つ

い
て
の
社
会
情
勢
・
社
会
的
見
解
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
ゆ
え
に
、
立
法
者
は
法
律
の
保
護
構
想
が
現
実
の
社
会
に
お
い
て
果
た
す
作
用

の
監
視
を
要
求
さ
れ
）
51
（
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
選
挙
原
則
（
自
由
選
挙
、
及
び
、
秘
密
選
挙
原
則
）
に
照
ら
し
て
郵
送
投
票
制
度
の
悪
用
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
郵
送
投

票
判
決
に
お
い
て
も
、「
立
法
者
及
び
規
則
制
定
者
は
、
郵
送
投
票
制
度
の
こ
れ
ま
で
の
規
律
及
び
運
用
を
、
選
挙
の
不
可
侵
性
に
対
し



法学政治学論究　第96号（2013.3）

356

て
予
想
外
の
危
険
を
も
た
ら
し
う
る
新
た
な
展
開
に
鑑
み
、
常
に

0

0

点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
の
自
由
及
び
選
挙
の
公
正
を
不
可

避
的
に
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
濫
用
が
明
る
み
に
な
っ
た
際
に
は
、
も
と
も
と
の
規
律
を
是
正
の
方
法
で
補
足
な
い
し
変
更
す
べ
き
憲
法

上
の
義
務
が
生
じ
）
52
（
る
」
と
し
て
、
法
律
が
選
挙
の
不
可
侵
の
確
保
の
た
め
に
適
切
な
効
果
を
果
た
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
）
53
（
る
。

3　

中
間
考
察

　
以
上
考
察
し
て
き
た
判
例
か
ら
次
の
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
⑴
　
一
定
レ
ベ
ル
で
の
「
不
確
実
性
」

　
ま
ず
、
如
何
な
る
場
合
に
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
事
後
的
是
正
義
務
を
指
摘
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
一
項
と
二
項
で

確
認
し
た
判
例
に
共
）
54
（
通
し
て
い
る
の
が
、
当
初
の
判
断
に
つ
い
て
の
信
頼
性
の
低
さ
で
あ
る
。
一
項
の
類
型
で
は
、「
揺
れ
動
く
事
実
」

な
い
し
「
事
実
の
不
足
」
ゆ
え
に
、
法
律
の
合
理
性
へ
の
信
頼
性
が
低
く
、
ま
た
、
二
項
の
類
型
で
は
、
そ
も
そ
も
法
律
の
効
果
に
関
す

る
予
測
は
一
般
に
不
確
実
性
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
、「
予
想
外
れ
」
に
な
り
か
ね
な
い
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
法
律
の
制
定
時
点
に
お
い
て
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
判
断
を
な
し
え
な

い
場
合
、
ひ
い
て
は
、
法
律
の
合
理
性
が
そ
の
後
失
わ
れ
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
確
認
で
き
る
。

　
な
お
、
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
保
護
法
益
の
重
大
性
も
ま
た
、
事
後
的
是
正
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
要
件
と

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
確
か
に
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
設
置
許
可
が
問
題
と
な
っ
た
カ
ル
カ
ー
決
定
や
航
空
機
騒

音
決
定
、
第
二
次
堕
胎
判
決
な
ど
、
生
命
、
身
体
、
健
康
と
い
っ
た
特
に
重
大
な
法
益
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
健
康
保

険
医
の
診
療
報
酬
基
準
の
平
等
性
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
も
事
後
的
是
正
義
務
論
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
次
堕
胎

判
決
に
お
い
て
も
社
会
情
勢
・
社
会
的
見
解
の
変
遷
の
可
能
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所

に
よ
る
事
後
的
是
正
義
務
論
の
指
標
と
し
て
重
要
な
の
は
、
法
律
の
制
定
後
に
お
い
て
不
合
理
と
な
る
な
い
し
不
合
理
で
あ
る
と
判
明
す

る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
制
定
時
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
事
実
認
定
な
い
し
予
測
に
伴
う
一
定
レ
ベ
ル
の
「
不
確
実
性
」
な
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い
し
「
わ
か
ら
な
さ
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
⑵
　
法
律
の
制
定
後
に
お
け
る
適
切
な
作
為

　
次
に
、
以
上
の
場
合
に
お
い
て
立
法
者
に
は
「
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
再
検
討
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
根
底
に
あ

る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
た
際
に
は
修
正
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
う
る
」。
不
確
実
性
ゆ
え
に
信
頼
性
の
不
十
分
な

決
定
を
立
法
者
が
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
の
合
理
性
を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
た
め
に
、
法
律
の
制

定
後
に
お
け
る
適
切
な
作
為
（
監
視
、
再
検
討
、
是
正
）
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
際
、「
わ
か
ら
な
い
」
以
上
、
制
定
当
初
に
お
い
て
立
法

者
が
な
し
う
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
「
ま
だ
な
し
え
な
い
」
と
し
て
留
意
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
免
責
」
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
立
法
者
は
、
引
き
続
き
な
し
う
る
す
べ
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
ど
の
時
点
に
お
い
て
再
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
法
律
の
合
理
性
が
失
わ
れ
る
兆
候
な
い
し
懸
念

を
検
知
し
た
と
き
に
は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
再
検
討
す
べ
き
目
安
と
な
る
時
期
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
ま
た
は

法
律
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
旧
債
務
決
）
55
（

定
で
は
、「
立
法
者
の
構
想
で
は
、
約
二
〇
年
間
で
大
多
数
の
ケ
ー
ス

で
負
債
の
弁
済
が
達
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
統
一
の
確
立
及
び
清
算
の
た
め
の
免
責
の
導
入
か
ら
一
〇
年
の

期
間
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
経
過
後
に
、
獲
得
さ
れ
よ
う
と
す
る
目
的
が
、
採
用
さ
れ
た
方
法
で
、
そ
の
後
の
一
〇

年
間
の
う
ち
に
達
成
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
の
再
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
56
（
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
基
準

決
）
57
（

定
で
は
法
律
上
一
年
ご
と
の
再
検
討
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
実
際
の
再
検
討
の
結
果
、
二
年
後
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
連

邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
」
場
合
以
外
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
法

律
の
合
理
性
が
失
わ
れ
う
る
兆
候
な
い
し
懸
念
が
生
じ
た
際
に
は
適
切
な
作
為
（
再
検
討
、
及
び
是
正
）
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
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⑶
　
特
定
法
益
と
の
結
合
の
不
存
在

　
な
お
、
上
述
の
判
例
が
示
す
よ
う
に
、
事
後
的
是
正
義
務
は
特
定
の
基
本
権
や
義
務
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
後
的
是

正
義
務
は
基
本
権
保
護
義
務
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
の
指
）
58
（
摘
も
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
基
本
権
保
護
義
務
、
平
等
原
則
、

学
問
の
自
由
、
職
業
の
自
由
、
契
約
の
自
由
、
選
挙
原
則
と
い
っ
た
様
々
な
規
定
に
お
い
て
事
後
的
是
正
義
務
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
ど
の
憲
法
条
文
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
は
、
事
後
的
是
正
義
務
の
指
標
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
が
ま
た
確
認
さ
れ
よ
）
59
（

う
。

三
　
事
後
的
是
正
義
務
の
実
現

　
以
上
、
第
二
章
で
は
、
事
後
的
是
正
義
務
の
所
在
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
基
に
確
認
し
て
き
た
。
以

下
で
は
、
こ
の
事
後
的
是
正
義
務
の
実
現
の
た
め
に
各
機
関
が
如
何
な
る
役
割
を
負
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。
ま
ず
、
義

務
の
実
現
主
体
な
い
し
実
現
形
式
に
つ
い
て
確
認
し
、
次
に
、
こ
の
義
務
の
貫
徹
の
た
め
に
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
統
制
手
法
を
採
り
う

る
の
か
に
つ
い
て
、
簡
単
に
指
摘
す
る
。

㈠
　
実
現
主
体
及
び
実
現
形
式

1　
「
立
法
者
」

―
法
律
に
よ
る
是
正

　
事
後
的
是
正
義
務
の
名
宛
人
は
、
事
後
的
是
正
義
務
が
「D

ie N
achbesserungspflicht des G

esetzg

）
60
（

ebers

」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う

に
、「
立
法
者
（G

esetzgeber

）」
で
あ
る
。
こ
の
「
立
法
者
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ま
ず
第
一
に
、
議
会
で
あ
る
。
議
会
は
、
自

ら
が
定
立
し
た
法
律
が
制
定
後
も
な
お
合
理
性
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
き
責
任
を
負
っ
て
い
）
61
（

る
。
な
お
、
カ
ル
カ
ー
決
定
に
関
連
し
て

「
決
定
的
な
状
況
の
変
化
の
重
大
な
根
拠
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
議
会
は
早
期
に
自
ら
情
報
を
入
手
し
判
断
を
形
成
し
よ
う
と
努
め
る
だ
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ろ
う
。
こ
の
た
め
の
突
出
し
た
特
別
な
集
中
的
手
段
と
し
て
、
連
邦
議
会
議
員
規
則
五
六
条
に
基
づ
く
研
究
委
員
会
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ

よ
）
62
（

う
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
同
様
に
監
視
に
つ
い
て
も
議
会
の
内
部
に
お
い
て
適
切
な
機
関
が
設
置
さ
れ
う
る
。

　
他
方
、
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
立
法
過
程
な
い
し
は
立
法
者
と
は
、
議
会
だ
け
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
を
含
む
立
法
作
業
の
全
過
程

を
指
す
も
の
で
あ
）
63
（
り
、
ま
た
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
義
務
の
名
宛
人
は
、
立
法
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
国
家
機
関
、

す
な
わ
ち
政
府
と
議
会
で
あ
る
。
そ
の
際
、

―
立
法
手
続
に
お
け
る
の
と
同
様
に

―
審
査
の
主
導
権
は
通
例
、
議
会
に
必
要
な
情
報

を
提
供
す
る
行
政
府
に
あ
）
64
（
る
」
と
さ
れ
る
。
議
会
の
み
な
ら
ず
行
政
府
に
も
法
律
に
つ
い
て
の
事
後
的
是
正
義
務
が
課
せ
ら
れ
）
65
（
る
。

　
ま
た
、
行
政
府
の
な
か
で
も
、
改
正
案
を
提
出
す
る
よ
う
な
高
級
官
庁
だ
け
で
は
な
く
、
実
情
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
下

級
官
庁
に
も
、
法
律
の
永
続
的
な
合
理
性
の
担
保
に
つ
い
て
の
責
任
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
郵
送
投
票
の
合
憲
性
が
秘
密

選
挙
及
び
自
由
選
挙
の
原
則
に
照
ら
し
て
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
を
指
摘
し

た
上
で
「
同
様
に
、
規
律
の
施
行
権
限
の
あ
る
選
挙
組
織
及
び
地
方
自
治
体
当
局
は
、
そ
れ
〔
郵
送
投
票
制
度
の
執
行
状
況
〕
に
つ
い
て
監

視
し
、
郵
送
投
票
に
お
い
て
選
挙
の
秘
密
及
び
選
挙
の
自
由
が
保
障
さ
れ
続
け
る
た
め
に
自
身
の
能
力
の
範
囲
内
で
配
慮
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
）
66
（
る
」
と
し
て
い
る
。
下
級
官
庁
に
つ
い
て
も
、
高
級
官
庁
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
そ
の
「
能
力
の
範
囲
内
」
で
「
事
後

的
是
正
義
務
」
が
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
行
政
庁
の
内
部
に
お
い
て
、
法
律
の
制
定
及
び
改
廃
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
各
種
委
員
会
等
に
つ
い
て
も
、
事
後
的
是
正
義
務
は
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
議
会
の
み
な
ら
ず
、
行
政
庁
も
ま
た
、
立
法
者
の
一
端
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

法
律
の
改
廃
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

責
任
を
負
う
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

行
政
庁
及
び
裁
判
所

―
法
律
以
外
の
形
式
で
の
是
正

　
な
お
、「
開
か
れ
た
法
律
概
念
の
具
体
的
な
充
塡
に
関
し
て
、
刑
事
訴
追
当
局
及
び
刑
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
足

的
な
法
定
立
に
よ
っ
て
、
修
正
的
に
干
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
67
（

い
」
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
、
是
正
を
ど
の
形
式
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
か
、

つ
ま
り
、
法
律
か
、
行
政
立
法
か
、
そ
れ
と
も
判
決
（
合
憲
限
定
解
釈
な
ど
）
か
は
個
々
の
是
正
対
象
に
依
存
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
、
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法
律
で
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
行
政
庁
は
、
法
律
の
改
廃
の
み
な
ら
ず
、
む
ろ
ん
、
本
来
の
守
備
範
囲

で
あ
る
解
釈
適
用
の
変
）
68
（

更
に
も
責
任
を
負
っ
て
お
り
、「
行
政
府
の
事
後
的
是
正
義
務
」
が
存
在
し
う
る
。
行
政
府
は
、
法
律
の
解
釈
適

用
の
た
め
に
自
ら
が
定
立
し
た
法
規
命
令
や
行
政
規
則
が
、
定
立
後
も
な
お
合
理
性
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
き
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

㈡
　
事
後
的
是
正
義
務
の
貫
徹

　
最
後
に
、
裁
判
所
は
事
後
的
是
正
義
務
を
ど
の
よ
う
に
統
制
し
う
る
か
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

1　

事
後
的
是
正
義
務
違
反
の
統
制

　
ま
ず
裁
判
所
と
し
て
は
、
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
違
反
の
有
無
を
審
査
す
る
と
い
う
統
制
手
法
を
採
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
）
69
（

る
。

　
そ
の
際
、
裁
判
所
の
審
査
と
し
て
は
、
客
観
的
要
素
と
と
も
に
主
観
的
要
素
も
考
慮
す
る
の
か
（
総
合
評
価
）
70
（
型
）、
そ
れ
と
も
、
主
観
的

要
素
に
一
本
化
す
る
の
）
71
（

か
、
が
問
題
と
な
り
う
る
。
な
お
、
主
観
的
要
素
の
判
断
に
踏
み
出
す
と
し
て
も
、
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
手
法

及
び
順
序
で
義
務
違
反
を
認
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
立
法
者
に
対
す
る
干
渉
の
度
合
い
も
異
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
既
に

客
観
的
要
素
に
お
い
て
違
憲
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
法
者
の
事
情
に
配
慮
す
る
形
で
主
観
的
要
素
を
汲
む
こ
と
で
審
査
が
緩
ま
る

場
）
72
（

合
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
事
情
の
変
化
が
進
め
ば
違
憲
な
の
か
客
観
的
に
判
断
が
難
し
い
場
合
に
お
い
て
判
断
代
置
型
審
査
を

す
る
の
で
は
な
く
主
観
的
要
素
の
判
断
を
す
る
こ
と
で
敬
譲
の
度
合
い
が
高
ま
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
裁
判
官
の
恣
意
的
な
介

入
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
手
法
も
想
定
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
に
様
々
に
想
定
さ
れ
う
る
。
ま
た
、
審
査
義

務
違
反
、
是
正
義
務
違
反
の
み
な
ら
ず
監
視
義
務
ま
で
見
る
か
、
に
よ
っ
て
も
裁
判
所
の
介
入
度
合
は
異
な
る
。
他
方
、
事
後
的
是
正
義

務
が
存
在
す
る
に
し
て
も
、
裁
判
所
と
し
て
は
主
観
的
要
素
の
判
断
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
客
観
的
要
素
、
つ
ま
り
結
果
の

妥
当
性
の
判
断
（
事
情
の
変
化
論
の
よ
う
に
法
律
が
違
憲
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
結
論
の
有
無
の
審
査
）
の
み
に
留
め
る
と
い
う
手
法
も
考
え
ら
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れ
）
73
（
る
。

　
こ
の
よ
う
な
違
憲
性
判
断
要
素
に
つ
い
て
の
議
）
74
（

論
は
、
事
後
的
是
正
義
務
に
固
有
の
議
論
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
事
後
的
是
正
義

務
論
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。

　
な
お
、
ど
の
よ
う
な
審
査
手
法
を
採
る
に
せ
よ
、
事
後
的
是
正
義
務
違
反
統
制
の
審
査
基
準
な
い
し
統
制
尺
度
の
問
）
75
（
題
も
ま
た
存
在
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2　
「
立
法
者
の
監
視
義
務
及
び
修
正
義
務
の
宣
告
」

　
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
統
制
は
、
事
後
的
是
正
義
務
違
反
統
制
に
限
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
事
後
的
是
正
義
務
違

反
の
審
査
」
の
み
な
ら
ず
、
判
決
形
式
に
よ
る
統
制
を
行
っ
て
お
り
、
以
上
詳
述
し
て
き
た
判
例
の
多
く
は
判
決
形
式
に
よ
る
統
制
が
行

わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
法
律
を
現
状
に
お
い
て
合
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
う
え
で
、
立
法
者
に
対
し
事
後
的
是
正
義
務

の
存
在
を
宣
告
す
る
も
の
で
あ
る
（「
立
法
者
の
監
視
義
務
及
び
修
正
義
務
の
宣
）
76
（
告
」）。
こ
の
手
法
は
、
一
種
の
判
決
形
式
と
し
て
分
類
さ
れ

て
い
）
77
（

る
。
こ
の
よ
う
な
宣
告
は
、
将
来
に
お
い
て
も
合
憲
性
が
担
保
さ
れ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
法
律
に
対
し
て
単
に
合
憲
で
あ
る
と
判

決
す
る
こ
と
に
よ
る
積
極
的
な
お
墨
付
き
効
果
を
避
け
、
立
法
者
に
注
意
を
促
す
も
の
で
あ
）
78
（
り
、
事
後
的
是
正
義
務
に
固
有
の
判
決
形
式

で
あ
る
と
い
え
る
。

　
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
統
制
手
法
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
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四
　
お
わ
り
に

㈠
　
本
稿
の
ま
と
め

　
以
上
、
本
稿
で
は
事
情
の
変
化
論
と
の
比
較
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
基
に
、
事
後
的
是
正
義
務
の
所
在
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
義
務
の
実
現
の
た
め
に
各
国
家
機
関
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
要
求
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。

　
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
法
律
の
制
定
後
に
お
け
る
時
の
経
過
の
な
か
で
法
律
の
合
理
性
が
失
わ
れ

う
る
こ
と
を
前
提
に
、
特
に
事
情
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
一
定
の
決
定
、
す
な
わ
ち
、「
揺
れ
動
く
事
実
」
や
「
不
足

す
る
事
実
」
を
基
に
し
た
決
定
、
ま
た
は
、
特
に
「
予
想
外
れ
」
に
な
り
か
ね
な
い
予
測
的
決
定
と
い
っ
た
決
定
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
決
定
に
共
通
す
る
の
は
、
と
も
に
一
定
レ
ベ
ル
の
「
不
確
実
性
」
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
決
定
を

行
っ
た
場
合
、
立
法
者
に
は
、
法
律
の
制
定
時
点
か
ら
当
該
法
律
を
と
り
ま
く
環
境
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て
監
視
し
、
ま
た
、
遅
く
と

も
法
律
の
合
理
性
を
喪
失
し
う
る
兆
候
な
い
し
懸
念
が
生
じ
た
際
に
は
再
検
討
し
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
、
是
正
す
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
問
題
が
抽
出
さ
れ
、
ま
た
そ
の
際
、「
わ
か
ら
な
い
」
ゆ
え
に
「
免
責
」
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、「
わ
か
ら
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
な
お
さ
ら
法
律
の
合
理
性
を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
後
的
是
正
義
務
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
国
家
機
関
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
そ
こ

で
特
筆
す
べ
き
は
、「
立
法
者
」
と
は
議
会
の
み
な
ら
ず
行
政
庁
も
ま
た
含
み
、
行
政
庁
も
ま
た
そ
の
能
力
の
範
囲
内
で
法
律
の
合
理
性

確
保
の
た
め
に
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
裁
判
所
の
審
査
の
在
り
方
や
違
憲
審
査
の
対
象
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と
い
っ
た
問
題
を
同
時
に
提
起
し
て
い
る
。

㈡
　
残
さ
れ
た
基
本
問
題

　
最
後
に
、
残
さ
れ
た
基
本
問
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
指
摘
し
て
お
く
。

　
事
後
的
是
正
義
務
は
、
上
述
の
よ
う
に
多
様
な
憲
法
上
の
規
範
（
例
え
ば
、
基
本
権
保
護
義
務
、
職
業
の
自
由
、
平
等
原
則
、
学
問
の
自
由
、

契
約
の
自
由
）
と
関
連
し
て
登
場
す
る
が
、
こ
の
義
務
は
一
体
ど
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
の
か
、
問
題
と
な
る
。

　
ま
た
、「
立
法
者
」
と
は
だ
れ
か
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て
、
そ
も
そ
も
、
立
法
府
及
び
行
政
府
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
内
部
統
制
が

現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
憲
法
上
ど
の
よ
う
な
内
部
統
制
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
か
、
現
状
把
握
と
と
も
に
、
行
為
規
範
と
し

て
の
事
後
的
是
正
義
務
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
指
摘
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
裁
判
所
に
よ
る
統
制
と
い
う
点
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
は
事
後
的
是
正
義
務
の
よ
う
な
「
立
法
者
の
義

務
」
を
統
制
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
の
か
（
例
え
ば
そ
れ
は
憲
法
上
の
権
利
の
問
題
に
近
い
の
か
、
議
院
の
賢
慮
の
問
題
に
近
い
の
か
）、
裁
判

所
権
限
の
機
能
的
限
界
な
い
し
違
憲
審
査
権
の
意
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
裁
判
規
）
79
（
範
と
し
て
の
事

後
的
是
正
義
務
）。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
々
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
が
、
そ
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
本
稿
で
は
問
題
の
所
在
の
指
摘
に
よ
っ
て
稿
を
閉
じ
る

こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）  

平
成
一
六
年
一
月
一
四
日
民
集
五
八
巻
一
号
五
六
頁
。

（
2
）  

判
断
過
程
統
制
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
考
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
本
稿
の
関
心
か
ら
は
、「
憲
法
義
務
と
し
て
の
立
法
の
最
適
な
方
法
」
に

つ
い
て
扱
っ
た
、
岡
田
俊
幸
「
判
断
過
程
統
制
の
可
能
性
」
法
律
時
報
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
）
五
五
頁
以
下
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
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（
3
）  

高
橋
和
之
・
佐
藤
幸
治
・
棟
居
快
行
・
蟻
川
恒
正
「〔
座
談
会
〕
憲
法
60
年

―
現
状
と
展
望
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
四
号
（
二
〇
〇
七
）
二

頁
以
下
（
二
五
頁
蟻
川
発
言
）
参
照
。

（
4
）  

小
山
剛
『
基
本
権
の
内
容
形
成

―
立
法
に
よ
る
憲
法
価
値
の
実
現
』（
二
〇
〇
四
）
二
二
七
―
二
五
三
、
二
八
二
―
二
八
五
、
三
〇
六
― 

三
〇
八
頁
、
同
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
新
版
』（
二
〇
一
一
）
一
七
三
―
一
八
六
頁
、
渡
辺
康
行
「
立
法
者
に
よ
る
制
度
形
成
と
そ
の
限 

界

―
選
挙
制
度
、
国
会
賠
償
・
刑
事
補
償
制
度
、
裁
判
制
度
を
例
と
し
て
」
法
政
研
究
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
）
二
四
九
頁
以
下
、
矢
口
俊

章
「
立
法
裁
量
論

―
平
成
23
年
衆
議
院
議
員
定
数
訴
訟
判
決
を
契
機
に
」
戸
松
秀
典
・
野
坂
泰
司
編
『
憲
法
訴
訟
の
現
状
分
析
』（
二
〇
一
二
） 

二
一
二
頁
以
下
参
照
。
特
に
、
防
禦
権
以
外
の
権
利
に
お
い
て
は
、
訴
訟
に
お
け
る
実
効
性
と
い
う
観
点
化
か
ら
、
裁
量
統
制
手
法
が
有
効
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
5
）  

ド
イ
ツ
で
は
、「
立
法
の
最
適
な
方
法
」
の
内
容
と
し
て
、
シ
ュ
ベ
ル
ト
フ
ェ
ー
ガ
ー
が
、
決
定
の
た
め
の
資
料
の
収
集
評
価
義
務
、
及
び
衡

量
義
務
を
憲
法
上
の
義
務
と
し
て
捉
え
た
。G
unther Schwerdtfeger, O

ptim
ale M

ethodik der G
esetzgebung als Verfassungspflicht, 

in: Rolf Stödter/W
erner Theiem

e 

（H
rsg.

）, H
am

burg, D
eutschland, Europa- Beiträge zum

 deutschen und eurpäischen Verfas-
sungs-, und Verw

altungs-und W
irtschaftsrecht, Festschrift für H

ans Peter Ipsen zum
 70. G

eburtstag, Ralf Stödter und W
erner 

Thiem
e, 1977, S. 173ff. （178 -182

）、
西
原
枝
美
「
立
法
過
程
へ
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
東
北
学
院
大
学
論
集
五
七
号
（
二
〇
〇
〇
）
一
頁
以

下
。
ま
た
、
グ
ー
ジ
ィ
は
、
事
実
確
定
義
務
、
比
較
衡
量
義
務
、
予
測
義
務
、
監
視
義
務
、
是
正
義
務
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
ら
を
憲
法
上
の
義
務

で
は
な
く
政
治
的
責
務
な
い
し
立
法
の
作
法
と
し
て
捉
え
た
。Christoph G

usy, D
as G

rundgesetz als norm
ative G

esetzgebungslehre?, 
ZRP 1985, H

eft 11, S. 291ff. 

（292 -295

）、
高
見
勝
利
『
現
代
日
本
の
議
会
制
と
憲
法
』（
二
〇
〇
八
）
二
五
二
頁
。
な
お
、
西
村
は
憲
法
上

の
義
務
と
解
す
る
も
の
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
裁
判
所
に
よ
っ
て
統
制
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
西
村
に
よ
っ

て
は
、
憲
法
義
務
と
し
て
の
立
法
の
最
適
な
方
法
に
関
す
る
議
論
が
、
未
整
理
か
つ
非
生
産
的
な
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）  

そ
の
他
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注
（
2
）
参
照
。

（
7
）  

な
お
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
採
ら
れ
た
事
情
の
変
化
論
が
、
本
当
の
変
化
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
む
し
ろ
、
先
例
と
の
衝
突
や
救
済
問
題
を
回

避
す
る
た
め
の
手
法
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
け
る
議
論
の
対
象
で
は
な
い
。

（
8
）  

「
違
憲
性
判
断
の
基
準
時
」
と
い
う
点
を
含
め
（
八
〇
五
―
八
一
〇
頁
）、
事
情
の
変
化
論
に
お
け
る
違
憲
判
断
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
櫻
井

智
章
「
事
情
の
変
更
に
よ
る
違
憲
判
断
に
つ
い
て
」
甲
南
法
学
五
一
巻
四
号
（
二
〇
一
一
）
七
九
五
頁
以
下
が
示
唆
に
富
む
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

（
9
）  BVerfG

E 110, 141 

（158

）.

こ
の
よ
う
な
議
論
は
我
が
国
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
一
人
別
枠
方
式
違
憲
状
態
判
決
（
平
成
二
三
年
三
月
二
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三
日
最
大
判
民
集
六
五
巻
二
号
七
五
五
頁
）
田
原
裁
判
官
反
対
意
見
に
お
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
10
）  

リ
ス
ク
社
会
と
法
に
つ
い
て
は
、
今
日
多
く
の
議
論
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
長
谷
部
恭
男
「
法
律
と
リ
ス
ク
」

長
谷
部
恭
男
編
『
リ
ス
ク
学
入
門
3
　
法
律
か
ら
み
た
リ
ス
ク
』（
二
〇
〇
七
）
一
―
八
頁
参
照
。

（
11
）  
む
ろ
ん
、
専
門
家
は
一
番
「
わ
か
っ
て
い
る
」
人
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
全
て
を
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
も
ま
た
「
わ
か
ら

な
い
」
問
題
を
克
服
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
長
谷
部
・
前
掲
注
（
10
）
参
照
）。

（
12
）  
む
ろ
ん
、
理
性
的
な
立
法
者
で
あ
れ
ば
、「
わ
か
ら
な
い
」
問
題
に
限
ら
ず
、
常
識
的
な
振
る
舞
い
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
合
理
的
な
判
断
を
な

し
う
る
者
と
い
う
ひ
と
つ
の
理
念
的
な
立
法
者
像
を
前
提
に
、
よ
り
よ
き
立
法
の
た
め
の
方
法
（
事
後
的
是
正
義
務
を
含
む
）
を
考
察
す
る
も
の

と
し
て
、
高
見
勝
利
「
あ
る
べ
き
立
法
者
像
と
立
法
の
あ
り
方

―
立
法
学
研
究
へ
の
一
視
座
」
公
法
研
究
四
七
号
（
一
九
八
五
）
九
五
頁
以
下
。

（
13
）  K. J. Philippi, Tatsachenfeststellungen des Bundesverfassungsgerichts, 1971, S. 29ff., 56ff.

「
将
来
的
事
実
」
と
は
、「
既
存
の
事

実
に
基
づ
く
合
理
的
予
測
に
よ
り
将
来
現
実
化
せ
ら
れ
う
る
こ
と
が
期
待
せ
ら
れ
る
『
事
実
』」
を
指
す
。
高
見
勝
利
「
立
法
府
の
予
測
に
対
す

る
裁
判
的
統
制
に
つ
い
て

―
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説
を
素
材
に
」
芦
部
信
喜
先
生
還
暦
記
念
『
憲
法
訴
訟
と
人
権
の
理
論
』（
一
九

八
五
）
三
五
頁
以
下
（
四
〇
頁
）
参
照
。

（
14
）  V

gl. BVerfG
E 110, 141 （156

）.

（
15
）  

こ
の
よ
う
に
区
別
し
て
考
え
る
も
の
と
し
て
、
阿
部
照
哉
「
憲
法
訴
訟
に
お
け
る
事
実
認
定
と
予
測
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
杉
村
敏
正
先
生
還
暦

記
念
『
現
代
行
政
と
法
の
支
配
』（
一
九
七
八
）
四
四
七
頁
以
下
参
照
。
そ
の
他
、
立
法
者
の
予
測
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
高
見
・
前
掲
注

（
13
）
に
加
え
、
岡
田
俊
幸
「
立
法
者
の
予
測
に
対
す
る
裁
判
的
統
制
」
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
論
究
一
四
号
（
一
九
九
二
）
六
七

頁
以
下
、
小
山
剛
『
基
本
権
保
護
の
法
理
』（
一
九
九
八
）
一
〇
七
―
一
〇
九
頁
以
下
、
原
竹
裕
『
裁
判
に
よ
る
法
創
造
と
事
実
審
理
』（
二
〇
〇

〇
）
八
六
―
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
16
）  

合
原
理
映
「
立
法
者
に
対
す
る
法
改
正
の
義
務
づ
け

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
改
善
義
務
論
」
阪
大
法
学
四
九
巻
一
号
（
一
九

九
九
）
二
六
九
頁
以
下
、
同
「
立
法
者
に
対
す
る
法
改
正
の
義
務
づ
け

―
改
善
義
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
の
考
察
」
阪
大
法
学
五
三
巻
六

号
（
二
〇
〇
四
）
一
五
三
頁
以
下
参
照
。

（
17
）  

「
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義
務
付
け
判
決
」
と
い
う
判
決
形
式
は
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
多
用
さ
れ
る
。
簡
潔
に
い
え
ば
、
法

律
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合
が
大
き
く
、
ま
た
無
効
で
は
違
憲
を
除
去
し
え
ず
如
何
に
是
正
す
る
か
は
立
法
者
に
任
さ
れ
て
い
る
旨
を

指
摘
す
る
判
決
形
式
で
あ
る
。
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こ
の
判
決
形
式
に
お
け
る
法
改
正
義
務
はN

euregelungspflicht

と
表
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
事
後
的
是
正
義
務
はN

achbesserungs- 
pflicht

と
表
現
さ
れ
る
（V

gl. Christian M
ayer, D

ie N
achbesserungspflicht des G

esetzgebers, 1995, S. 52ff.

）。
ま
た
、
こ
の
法
改
正

義
務
は
「
事
情
の
変
化
」
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
既
に
違
憲
と
な
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

場
合
に
問
題
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
ド
イ
ツ
の
判
決
形
式
に
つ
い
て
は
、
畑
尻
剛
『
憲
法
裁
判
研
究
序
説
』（
一
八
八
八
）
一
七
九
―
二
三
八
頁
、
有
澤
知
子
「
判
決
・
決

定
・
命
令
　
判
決
手
法
」
工
藤
達
朗
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
組
織
・
手
続
・
権
限
』（
二
〇
〇
二
）
一
八
一
―
二
一
〇

頁
、
宮
地
基
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
規
範
統
制
判
決
の
展
開
と
機
能

―
『
違
憲
宣
言
判
決
』
お
よ
び
『
警
告
判
決
』
を
め
ぐ
っ

て
」
神
戸
法
学
雑
誌
三
九
巻
四
号
（
一
九
九
〇
）
九
三
九
頁
以
下
、
野
中
俊
彦
『
憲
法
訴
訟
の
原
理
と
技
術
』（
一
九
九
五
）、
畑
尻
剛
「
違
憲
判

断
の
具
体
的
処
理
方
法

―
違
憲
確
認
判
決
を
中
心
に
」
中
央
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
）
六
五
頁
以
下
、
な
ど
数
多
く
の
先
行

研
究
が
あ
る
。
ま
た
、「
事
情
の
変
化
」
と
判
決
形
式
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
畑
尻
剛
「
憲
法
訴
訟
に
お
け
る
立
法
府
と
裁
判
所
と
の
協
働

―

立
法
事
実
の
変
化
と
そ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
法
学
七
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
）
三
〇
一
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
18
）  BVerfG

E 110, 141 （158
）.

（
19
）  

小
山
・
前
掲
注
（
4
）『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
新
版
』
七
九
頁
。

（
20
）  

な
お
、
日
本
の
最
高
裁
に
よ
る
事
情
の
変
化
論
が
と
も
す
れ
ば
「
真
に
事
情
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
先
例
と
の
抵
触
の
回
避
や
、

違
憲
判
決
の
影
響
の
限
定
を
忖
度
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」（
小
山
・
前
掲
注
（
4
）
同
八
二
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ド

イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
事
情
の
変
化
論
で
は
、
よ
り
本
質
的
な
、
つ
ま
り
当
該
法
律
の
合
理
性
に
と
っ
て
致
命
的
な
事
情
の
変
化
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
21
）  BVerfG

E 82, 126.

（
22
）  BVerfG

E 82, 126 （153

）.

（
23
）  

な
お
、
こ
の
「
事
情
」
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
法
律
の
合
憲
違
憲
を
左
右
す
る
よ
う
な
法
律
を
と
り
ま
く
環
境
と
し
て
、
立
法
事
実
だ

け
で
な
く
、
も
の
さ
し
で
あ
る
憲
法
の
解
釈
の
変
化
や
改
正
も
ま
た
含
め
る
と
い
う
考
え
方
も
存
在
す
る
。「
事
情
の
変
化
」
に
つ
き
、
事
後
的

是
正
義
務
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、「
憲
法
と
両
立
し
う
る
法
律
の
憲
法
違
反
へ
の
転
換
は
、
審
査
基
準
で
あ

る
憲
法
と
審
査
対
象
で
あ
る
法
律
と
の
関
係
が
変
化
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
基
準
で
あ
る
憲
法
、
も
し
く
は
、
審
査
さ
れ
る
法
律
、

も
し
く
は
、
そ
の
両
方
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
」（M

ayer, a.a.O., S. 123

）
と
述
べ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
「
事

情
の
変
化
」
と
は
、
立
法
事
実
の
変
化
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。



立法者の予測と事後的是正義務

367

（
24
）  

一
人
別
枠
方
式
違
憲
状
態
判
決
田
原
裁
判
官
反
対
意
見
で
は
、「
当
該
法
規
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
、
あ
る
い
は
国
会
以
外
の

と
こ
ろ
か
ら
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）  

立
法
者
が
、
再
検
討
や
是
正
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
事
後
的
是
正
義
務
違
反
と
な
り
法
律
は
違
憲
と
な
る
。

（
26
）  
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
間
に
「
経
験
を
収
集
す
る
た
め
の
相
当
な
期
間
」（V
gl. BVerfG

E 95, 267 

（314

））
が
考
慮
さ
れ
う
る
。
法
律
を
直
す

（
改
正
す
る
）
場
合
の
み
な
ら
ず
、
一
か
ら
法
律
を
作
る
場
合
に
も
調
査
や
統
計
に
よ
る
情
報
収
集
は
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
間
の
考
慮

は
事
後
的
是
正
義
務
の
作
為
義
務
と
し
て
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
合
理
的
是
正
期
間
論
（
本
来
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で

い
う
違
憲
確
認
及
び
義
務
付
け
判
決
に
近
い
と
思
わ
れ
る
）
も
ま
た
、
作
為
義
務
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
事
後
的

是
正
義
務
違
反
の
問
題
と
と
も
に
次
稿
以
降
に
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
27
）  

な
お
、
こ
の
Ｂ
時
点
と
Ｃ
時
点
の
間
は
、
何
年
も
か
か
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
同
時
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
点
と
線
の
審

査
ど
ち
ら
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
点
の
表
記
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
28
）  BverfG

E 49, 89 

（127ff.
）.
高
田
敏
「
高
速
増
殖
炉
型
原
発
の
設
定
と
原
子
力
法
の
合
憲
性
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲

法
判
例
（
第
二
版
）』（
二
〇
〇
三
）
三
六
九
―
三
七
六
頁
参
照
。

（
29
）  BVerfG

E 56, 54 （82

）.

松
本
和
彦
「
身
体
の
不
可
侵
の
権
利
と
立
法
者
の
改
善
義
務

―
航
空
機
騒
音
決
定
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編

『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）』（
二
〇
〇
三
）
七
八
―
八
二
頁
参
照
。

（
30
）  BVerfG

E 110, 141 （158

）.

（
31
）  BVerfG

E 110, 141 （166

）.

（
32
）  BVerfG

E 112, 304 （317ff.

）.

（
33
）  BVerfG

E 90, 145.

（
34
）  

平
等
原
則
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
井
上
典
之
「
平
等
保
障
の
裁
判
的
実
現
（
１
）（
２
）（
３
）

―
平
等
審
査
の
方
法
と
そ
の
権

利
保
護
」
神
戸
法
学
雑
誌
四
五
巻
三
号
（
一
九
九
五
）
五
五
三
頁
以
下
、
四
六
巻
一
号
（
一
九
九
六
）
一
二
七
頁
以
下
、
四
六
巻
四
号
（
一
九
九

七
）
六
九
三
頁
以
下
、
特
に
四
六
巻
一
号
一
四
三
―
一
六
四
頁
、
西
原
博
史
『
平
等
取
扱
の
権
利
』（
二
〇
〇
三
）
特
に
二
五
四
―
二
六
二
頁
参

照
。

（
35
）  BVerfG

E 33, 171 （189

）.

（
36
）  BVerfG

E 111, 333 

（360

）.

栗
島
智
明
「
大
学
の
経
営
合
理
化
と
学
問
の
自
由

―
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
高
等
教
育
法
判
決
（BVerfG

E 
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111, 333

）」
法
律
学
研
究
四
八
号
（
二
〇
一
二
）
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
37
）  

ま
た
、
初
期
段
階
の
ま
だ
資
料
の
不
足
し
た
状
態
で
細
分
化
し
た
基
準
を
設
け
る
と
逆
に
不
都
合
が
生
じ
る
お
そ
れ
も
あ
る
（BVerfG

E 33, 
171

）。

（
38
）  BVerfG

E 37, 104.
（
39
）  BVerfG

E 33, 171 （189f.

）.

な
お
、
立
法
者
の
予
測
が
当
初
か
ら
明
白
に
誤
り
で
あ
る
場
合
と
区
別
さ
れ
る
。
高
見
・
前
掲
注
（
13
）
六
二

頁
参
照
。

（
40
）  Fritz O

ssenbühl, D
ie Kontrolle von Tatsachenfeststellungen und Prognoseentscheidungen durch das Bundesverfassungs- 

gericht, in: Christian Starck （H
rsg.

）, Bundesverfassungsgericht und G
rundgesetz, Bd. 1, 1976, S. 459ff. （516f

）.

（
41
）  O

ssenbühl, a.a.O., S. 517.

（
42
）  BVerfG

E 25, 1 （17
）.

（
43
）  BVerfG

E 25, 1.

高
見
・
前
掲
注
（
13
）
五
二
頁
。

（
44
）  BVerfG

E 25, 1 （11f.

）.

（
45
）  BVerfG

E 25, 1 （23

）.

（
46
）  BVerfG

E 95, 267 （313ff.

）.

（
47
）  

制
定
時
に
お
け
る
予
測
全
般
の
不
確
実
性
に
つ
い
て
は
、
高
見
・
前
掲
注
（
13
）
四
七
頁
参
照
。

（
48
）  O

ssenbühl, a.a.O., S. 504ff.

岡
田
・
前
掲
注
（
15
）
八
〇
頁
参
照
。

（
49
）  

岡
田
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
頁
、
高
見
・
前
掲
注
（
13
）
五
二
頁
、
及
び
、
宍
戸
常
寿
『
憲
法
裁
判
権
の
動
態
』（
二
〇
〇
五
）
二
六
二
頁
参

照
。

（
50
）  

経
済
領
域
と
同
様
に
租
税
領
域
に
お
い
て
も
事
後
的
是
正
義
務
が
指
摘
さ
れ
る
（V

gl. BVerfG
E 55, 274; 57, 139

）。
経
済
領
域
、
租
税
領

域
と
も
に
、
立
法
者
の
予
測
の
統
制
尺
度
と
し
て
主
張
可
能
性
の
統
制
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
主
張
可
能
性
の
統
制
と
事
後
的
是
正
義
務
と
が
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
宍
戸
・
前
掲
注
（
49
）
二
六
二
頁
及
び
二
五
二
頁
参
照
）。

（
51
）  BVerfG

E 88, 203 

（309

）.

小
山
剛
「
第
二
次
堕
胎
判
決
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第
二
版
）』（
二
〇
〇

六
）
六
一
―
六
六
頁
参
照
。

（
52
）  BVerfG

E 59, 119 （127

）.
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（
53
）  

な
お
、
こ
の
郵
送
投
票
の
事
例
は
、
法
律
の
効
果
に
関
す
る
予
測
の
誤
り
の
例
（
選
挙
原
則
保
護
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
）
と
し
て
分
類
し

て
い
る
が
、
制
定
時
に
資
料
が
不
足
し
て
お
り
制
度
の
開
始
後
に
資
料
が
集
積
し
、
制
度
の
悪
用
と
い
う
新
事
実
が
判
明
し
た
場
合
で
あ
る
と
説

明
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
新
基
準
設
定
と
の
類
似
性
）。
上
述
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
立
法
事
実
」
に
お
け
る
事
実
と
予
測
と
は
厳
密
に
は
峻

別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
典
型
例
、
例
え
ば
、
カ
ル
カ
ー
決
定
と
第
二
次
堕
胎
判
決
と
を
比
較
す
る
と
、「
わ
か
ら
な
い
」
も
の
の
対
象
と

い
う
点
で
差
異
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
事
実
（
制
定
当
時
の
資
料
及
び
そ
の
評
価
）
と
予
測
（
法
律
に
期
待
さ
れ
る
効
果
）
と
を

区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。

（
54
）  

な
お
、
一
項
と
二
項
は
、
前
者
が
、
制
定
時
の
決
定
に
用
い
た
資
料
が
不
十
分
な
い
し
不
確
定
な
こ
と
を
前
提
に
、
制
定
後
に
新
し
い
資
料
が

得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
と
い
う
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
制
定
時
に
予
想
し
た
「
将
来
的
事
実
」
と
、
実
際
に
制
定

後
に
お
い
て
生
じ
た
事
実
に
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う
類
型
で
あ
り
、
制
定
後
に
実
際
に
生
じ
た
事
実
と
、
ど
の
事
実
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
か
、
つ

ま
り
、
制
定
時
ま
で
の
過
去
の
事
実
（
の
不
存
在
）
か
、
そ
れ
と
も
「
将
来
的
事
実
」
か
と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
55
）  BVerfG

E 95, 267.

（
56
）  BVerfG

E 95, 267 （315
）.

（
57
）  BVerfG

E 33, 171.

（
58
）  Peter Badura, D

ie verfassungsrechtliche Pflicht des G
esetzgebenden Parlam

ents zur 

“Nachbesserung von G
esetzen

”, in: 
Staatsorganisation und Staatsfunktionen im

 W
andel, Festschrift für Kurt Einschenberger zum

 60. G
eburtstag, G

eorg M
üller, 

Rene Rhinow, G
erhard Schm

id und Luzius W
ildhaber （H

rsg.

）, 1982, S. 481 （484

）.

（
59
）  

ム
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
事
後
的
是
正
義
務
は
「
基
本
権
保
護
義
務
の
場
合
と
同
様
に
従
来
通
り
の
侵
害
法
律
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま

る
」。D

ietrich M
ursw

iek, D
ie Staatliche Verantw

ortung für die Risiken der Technik, verfassungsrechtliche G
rundlage und  

im
m
issionsschutyrechtliche Ausform

ung, 1985, S. 186.

（
60
）  M
ayer, a.a.O.

（
61
）  M

urswiek, ebenda.

（
62
）  Rudolf Steinberg, Verfassungsgerichtliche Kontrolle der „N

achbesserungspflicht

“ des G
esetzgebers, D

er Staat 26, 1987, S. 
161ff. （166

）.

（
63
）  Klaus Stern, Staatsrecht des Bundesrepublik D

eutschland, Band 3, 1.H
albband, 1988, S. 1353.
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（
64
）  Steinberg, ebenda.

（
65
）  

こ
の
点
神
橋
一
彦
は
、「
国
会
が
一
度
制
定
し
た
法
律
に
つ
い
て
何
ら
か
の
『
立
法
者
の
事
後
改
善
義
務
』
と
い
う
立
法
者
の
『
行
為
規
範
』

が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
…
勿
論
、
立
法
機
関
そ
の
も
の
は
国
会
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
在
、
内
閣
提
出
立
法
が
多
数
を
占
め
、
ま

た
内
閣
の
（
と
り
わ
け
総
務
省
）
が
選
挙
制
度
に
関
わ
る
専
門
的
知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
内
閣
等
の
行
政
機
関
も
選
挙
制
度
を

合
憲
的
に
維
持
す
る
法
的
責
任
を
負
う
の
か
否
か
が
、

―
判
決
は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
は
い
な
い
も
の
の

―
一
つ
の
問
題
と
な
り
う
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
（
神
橋
一
彦
「
違
法
な
法
令
の
執
行
行
為
に
対
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て

―
行
政
救
済
法
に
お
け
る
「
違
法
」
性

に
関
す
る
予
備
的
考
察
を
か
ね
て
」
立
教
法
学
七
五
号
（
二
〇
〇
八
）
三
八
頁
以
下
（
六
七
頁
）
参
照
）。
ま
た
、
大
橋
洋
一
も
「
現
実
の
行
政

過
程
に
お
い
て
は
、
国
の
行
政
機
関
は
自
己
を
拘
束
す
る
法
律
の
制
定
準
備
過
程
に
深
く
関
与
し
て
い
る
。
…
…
法
律
の
企
画
立
案
と
法
律
の
執

行
活
動
と
の
間
に
は
連
続
的
な
関
係
が
認
め
ら
れ
、
立
法
過
程
と
行
政
過
程
と
は
密
接
な
形
で
連
携
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
大
橋
洋
一

「
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
」
法
学
教
室
二
三
七
号
（
二
〇
〇
〇
）
一
〇
頁
以
下
（
一
三
頁
）
参
照
）
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、「
立
法
」
に
お
け

る
議
会
と
行
政
庁
の
協
働
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
議
会
と
内
閣
の
協
働
関
係
を
「
執
政
」
概
念
を
中
心
に
指
摘
し
、
権
力
分
立
を
国

家
指
導
に
お
け
る
機
関
間
の
適
切
な
協
働
秩
序
を
構
築
す
る
積
極
的
な
制
度
原
理
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
村
西
良
太
『
執
政

機
関
と
し
て
の
議
会

―
権
力
分
立
論
の
日
独
比
較
研
究
』（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

（
66
）  BVerfG

E 59, 119 （127

）.

（
67
）  BVerfG

E 112, 304 （317

）.

（
68
）  

我
が
国
の
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項
に
お
い
て
は
、
命
令
等
を
定
め
る
場
合
の
一
般
原
則
と
し
て
「
命
令
等
制
定
機
関
は
、
命
令
等
を
定
め
た

後
に
お
い
て
も
、
当
該
命
令
等
の
規
定
の
実
施
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
命
令
等
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
そ
の
適
正
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、「
行
政
立
法
の
立
法
者
」
の
事
後
的
是
正
義
務
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。

（
69
）  

な
お
、
そ
も
そ
も
、
違
憲
審
査
の
対
象
は
法
律
か
行
為
か
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
審
査
の
際
に
違
憲
性
判
断
要

素
と
し
て
客
観
的
要
素
を
み
る
の
か
主
観
的
要
素
を
み
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
う
る
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、
違
憲
審
査
対
象
は
法
律
の
憲

法
適
合
性
か
そ
れ
と
も
立
法
者
の
行
為
規
範
違
反
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
詳
し
く
は
別
稿
に
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
70
）  

日
本
で
の
こ
の
よ
う
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
大
石
和
彦
「『
立
法
不
作
為
に
対
す
る
司
法
審
査
』・
再
論
」
立
教
法
学
八
二
号
（
二
〇
一
一
）
一

三
〇
頁
以
下
（
一
六
〇
頁
）
参
照
。
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（
71
）  

「
主
観
的
違
憲
要
素
一
元
説
」
に
つ
い
て
、
櫻
井
・
前
掲
注
（
8
）
八
一
五
頁
参
照
。

（
72
）  

こ
の
よ
う
な
手
法
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
安
念
潤
司
「
い
わ
ゆ
る
定
数
訴
訟
に
つ
い
て
（
四
）」
成
蹊
法
学
二
七
号
（
一
九
八
八
）
一
六

七
頁
以
下
（
一
六
八
頁
）
参
照
。

（
73
）  M

urswiek, a.a.O., S. 188.

そ
れ
で
も
事
後
的
是
正
義
務
論
に
は
、
事
情
の
変
化
論
を
規
範
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
義
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
な
ぜ
、
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
法
律
が
違
憲
に
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
事
後
的
是

正
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
74
）  

な
お
、
そ
の
際
、
少
な
く
と
も
訴
訟
の
入
口
の
議
論
と
、
訴
訟
で
の
攻
撃
防
御
手
段
の
議
論
を
区
別
し
た
上
で
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

（
75
）  

こ
の
点
、
事
後
的
是
正
義
務
違
反
の
統
制
密
度
に
つ
い
て
、
基
本
権
保
護
義
務
が
問
題
と
な
っ
た
航
空
機
騒
音
決
定
で
は
、「
国
家
の
積
極
的

な
保
護
義
務
及
び
行
為
義
務
を
導
き
、
立
法
者
の
能
動
的
措
置
を
通
じ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
は
、
通
常
、
極
め
て
複
雑
な
問
題
で
あ
り
…
…

決
定
の
責
任
は
、
…
…
立
法
者
に
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
通
常
、
…
…
限
定
的
に
し
か
こ
う
い
っ
た
決
定
を
審
査
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
考
慮
は
、
立
法
者
が
基
本
権
か
ら
導
か
れ
た
保
護
義
務
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
に
関
す
る
と
き
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
さ
ら
に
、

立
法
者
が
事
後
的
是
正
義
務
の
不
作
為
に
よ
っ
て
こ
れ
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
さ
ら
な
る
問
い
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
き
に
、
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
こ
の
種
の
憲
法
違
反
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
も
と
も
と
適
法
で
あ
っ
た
規
律
が
そ
の
間
の
状

況
の
変
化
ゆ
え
に
憲
法
上
甘
受
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
立
法
者
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
何
も
し
な
い
で
い
た
か
、
も
し
く

は
明
ら
か
に
誤
っ
た
事
後
的
是
正
措
置
を
採
っ
た
場
合
だ
け
で
あ
る
」（BVerfG

E 56, 64 

（80f.

））
と
し
て
、
基
本
権
保
護
義
務
の
審
査
基
準

を
受
け
継
い
だ
形
で
明
白
性
の
統
制
と
い
う
統
制
密
度
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
次
稿
以
降
に
て
扱
う
が
、
事
後
的
是
正
義
務
違
反
の
審

査
基
準
は
、
事
後
的
是
正
義
務
の
前
提
と
な
る
第
一
次
的
義
務
（
各
種
の
基
本
権
や
平
等
原
則
な
ど
）
の
審
査
基
準
に
左
右
さ
れ
、
必
ず
し
も
明

白
性
の
統
制
に
服
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
76
）  D
ieter H

öm
ig, M

aunz/Schm
idt-Bleibtreu/Klein/Bethge （H

rsg.

）, Bundesverfassungsgerichtgesetz 38, Stand 2009, 

§95, Rn71.

（
77
）  H

öm
ig, ebenda.

（
78
）  

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
事
情
の
変
化
に
よ
る
法
律
の
合
理
性
喪
失
問
題
は
、
具
体
的
な
後
発
的
違
憲
状
況
を
如
何
に
処
理
す
べ

き
か
と
い
う
観
点
の
も
と
、
判
決
形
式
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
意
識
さ
れ
て
き
た
（
前
掲
注
（
16
）
及
び
前
掲
注
（
17
）
で
挙
げ
た
論
文
を
参

照
の
こ
と
）。
例
え
ば
、
法
律
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
り
将
来
的
に
違
憲
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
状
況
（
ま
だ
合
憲
）
で
は
警
告
判
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決
が
、
法
律
が
事
情
の
変
化
に
よ
り
既
に
違
憲
と
な
っ
て
い
る
が
無
効
と
す
る
こ
と
の
不
都
合
が
大
き
い
場
合
に
は
違
憲
確
認
判
決
及
び
改
正
の

義
務
付
け
と
い
う
判
決
形
式
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
こ
の
「
立
法
者
の
監
視
義
務
及
び
修
正
義
務
の
宣
告
」
と
い
う
判
決
形
式
は
、
事

情
の
変
化
が
現
前
に
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
後
発
的
違
憲
状
況
に
お
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
将
来
に
お
い
て
事
情
の
変
化
が
起
こ
り
う
る
場

合
に
選
択
さ
れ
る
。
こ
の
判
決
形
式
が
選
択
さ
れ
た
カ
ル
カ
ー
決
定
に
つ
い
て
の
、「
こ
の
判
決
で
は
、
立
法
者
が
高
速
増
殖
炉
の
導
入
に
関
し

て
あ
ら
た
め
て
決
定
を
下
す
べ
き
憲
法
上
の
義
務
が
、
将
来
こ
の
タ
イ
プ
の
原
子
炉
か
ら
重
大
な
危
険
が
生
じ
る
兆
候
が
現
れ
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
は
た
し
て
将
来
そ
の
よ
う
な
兆
候
が
現
れ
る
の
か
否
か
は
ま
っ
た
く
不
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
で
、
立
法
者
に
対
し
て
た
だ
ち
に
立
法
を
行
う
よ
う
に
警
告
す
る
こ
れ
ま
で
の
『
警
告
判
決
』
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
」
と
し
て
、

カ
ル
カ
ー
決
定
を
警
告
判
決
に
分
類
し
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
し
て
い
る
宮
地
基
の
指
摘
は
、
ま
さ
に
、「
立
法
者
の
監
視
義
務
及
び

修
正
義
務
の
宣
告
」
と
い
う
判
決
形
式
の
独
自
性
を
示
し
て
い
る
。
宮
地
・
前
掲
注
（
17
）
一
〇
〇
七
頁
参
照
）。

（
79
）  

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
統
制
規
範
な
い
し
裁
判
規
範
に
の
み
憲
法
規
範
を
限
定
す
る
解
釈
手
法
（
枠
秩
序
）
で
は
な
く
、
行
為
規
範
と
裁
判
規

範
を
区
別
し
と
も
に
憲
法
規
範
で
あ
る
と
解
釈
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
と
す
る
。
行
為
規
範
と
裁
判
規
範
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
宍
戸
・
前
掲

注
（
49
）
二
六
七
―
二
八
二
頁
参
照
。

入
井　

凡
乃
（
い
り
い
　
な
み
の
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
憲
法
理
論
研
究
会
、
全
国
憲
法
研
究
会

　
専
攻
領
域
　
　
憲
法


